













象者は 121名、質問紙は郵送で送付、回答期間は 2012年 7月第 2週から 7月末日に設定、回
収率は 57.0％であった。
本調査で作成した質問紙は全 16問で構成される。設問は、目的に応じて A から D の 4つの
パートに区分した。パート A は回答者自身のプロフィールに関する項目で、問 1は「研究関
心」、問 2は「研究方法」、問 3は「研究方法を学んだ場」、問 4は「自分の研究上の拘り」、問 5
は「仕事全体からみた各種業務の時間配分」を尋ねる 5問から構成される。パート B は回答者
のキャリアに関する設問である。問 6として「学校教員経験年数」、問 7は「大学教員年数」、
問 8は「大学院での専攻」を尋ねた計 3つの問いから構成される。パート C は、海外（とくに
米国）の社会科教育研究の理解と評価に関する質問を行った。問 9は、米国の学会誌の引用経




















































































































































































































































































































































































































































































































































































研究 独自本質 1 2 3 6 2 3 1 6 2













研究 相互 1 2 4 5 1 3 1 3
10 研究方法の多様化が必要 学問・研究 相互 3 6 3 4 3 3 7 8 3
11 教科の理論から教育制度や採用システムを連続的に考える
学問・
研究 相互文脈 1 2 4 7 1 3 1 7
5
（1と4両方）
17 専門諸科学の研究者との共同研究 学問・研究 相互 2 6 2 4 5 3 3 7 1





















研究 独自本質 5 6 4 7 3 3 1 3 4







研究 相互文脈 1 2 4 7 3 3 1 7 2
36 社会科教育学研究者が、社会諸科学や人文科学の専門研究をもっと学ぶ
学問・





































評価 4 6 2 3 1 9 2
50 教育理論やカリキュラムの検証、その方法論の確立
学問・






51 多様な「研究」スタイルの実現 学問・研究 相互 3 4 2 3 4 3 1 4 2
58 エビデンス・ベースでの実験・実証的な研究
学問・






























































































































































実践者 コラボ 3 4 2 4 4
9（社会教


































































































ダウン 3 5 4 7 3 3 1 3 1








































































































































答者の場合、問 1では 24名中 18名、すなわち 75％が教育思想・教科原理、カリキュラムを選
択する。しかし、「教育現場・実践者との関わり方」を志向する回答者の中で当該選択肢を選ん












































































コラボ 4 6 4 7 3 3 1 7 2
（７２）




























































②カリキュラム ③教師（教授・指導法） ④子ども（認知・学習過程） ⑤教員養成・教員研修 ⑥
教育内容・教材開発 ⑦その他
【問 2】あなたの主たる研究方法に近いものを、2つ以内で選んでください。①量的統計的研究 ②質































⑻ 1位が②を選択した回答者で 13名、次点が①、④を選択した回答者で 6名の同数であったため、次
点の網掛けは施していない。
⑼ 因果関係については、問 1から問 16の関係性の分析を軸とする。個々の回答者に対するインタビュ
ー調査は行っていないため、詳細な因果関係を導きだすことは出来ない。あくまでも調査対象者の回
答傾向にみられる限定的な関係性である。
⑽ 回答数が少ないため、顕著な傾向が見られた問 14と問 15のみ網掛けを行い、あまり相関が見られな
い他の問いについては次点の網掛けを含めて省略した。
⑾ 藤田太郎「英国の数学教育学研究と教員養成」『日本教科教育学会誌』第 35巻第 3号、2012年、71
−79頁。
日本の社会科教育研究者の研究観と方法論（2） （７５）
